
（別紙様式）

業務改善の実施状況報告

組織名 農村振興局 農村政策部 都市農村交流課 連絡先 （直通）０３－３５０２－６００２

所管する 農林漁業の体験その他の農山漁村と都市との地域間交流を中心に、これに関連する市民農園整備、農村への定住
業務の概要 に向けた条件整備等の事務

１．職員の基本的な心構え・行動について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・各所掌にとらわれずに、担当すべき業務内容と自らの責任
範囲を確実に認識するためには、何のために業務を行って
いるのかを捉えることが必要である。このため、業務の指
示を行う際には、目的や成果も含め指示するよう心がけて
いる。

・前例踏襲、ルーティン業務ほど、落とし穴があることを意
識して、常に現在の状況と照らして適切か判断するように
努めている。

・国民からの信頼が得られるよう「接遇マニュアル」を参考 ・今後も、自らの接遇が、相手に失礼なく好感を抱かせるレベル
に実践に取り組むとともに、接遇改善チェックリストによ にあるかを確認しながら実践していく必要がある。迷った時に
り自己点検を実施し、接遇の向上に努めている。 は「接遇マニュアル」を読み返す等して、その都度解決してい

くこととしたい。

・子ども農山漁村交流プロジェクトやグリーン・ツーリズム ・今後も、具体的な事案が発生すればケースバイケースで消費者
においては、受入側となる農山漁村のみならず、消費者と の利益にも考慮した適切な対応をしていく必要性をしっかりと
なる小学校や都市側の組織（ＮＰＯ、企業、大学等）にも 認識しておくこととしたい。
受入地域の情報の提供を進め、情報の共有化を推進する必
要があることから、都市部組織に対する説明会や啓発普及
イベント等を実施している。



・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・苦情や要請があった場合には、懇切丁寧に対応するととも ・今後も、苦情、要請、その他の情報提供者の理解が得られるよ
に、関連法令や前例等に照らして妥当性と公平性に配慮し う、気配りを忘れず、国民から良い評価を受けるための工夫を
た対応に心がけている。また、内容に応じ担当から課長、 続けていきたい。
関連部署に報告している。

・資料要求先からパソコンが苦手で農水省ＨＰに掲載してい ・同上
る情報を確認できないとする連絡を受けた際、速やかに関
係資料を郵送することがあった。こうした気配りを行うよ
う常に心がけている。

２．国民視点に立った業務の遂行について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

①政策・事業（業務）等の企画立案・推進に関する取組

・外部の第三者委員からの意見や県・市町村、ＮＰＯからの
情報収集、現地調査に参加した地域組織からの要望等を通
じて様々な情報を把握できる仕組みとしている。

・行政ラインだけでなく、業務に関係する民間企業、農家地
域住民、ＮＰＯ、有識者等の意見を聞くなど広く国民全体
の立場に立ったニーズの把握に努めている。

・地方の関係者が政策提案等で当課に来たときは、可能な限 ・今後とも継続して現地調査を実施するとともに、関連するセミ
り現場の実態や提案の趣旨を聞くとともに、農水省の考え ナー・シンポジウム等に積極的に参加して、国民の政策ニーズ
方も丁寧に説明している。 等の把握に努める。



・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・政策･事業等を企画立案･推進する際に、関係省庁との情報
の共有化が不可欠であることから、局長レベルや課長レベ
ル、担当官レベルでの連携会議を開催するほか、メール等
での情報交換を緊密に実施している。

・関係省庁間の情報共有化を推進することは最も重要であ
る。このため、担当官レベルのみならず、課長レベル、局
長レベルでの連携会議を定期的に開催するなど、日常的に
情報交換が出来る体制整備を整えている。

・本省と地方局との連携強化のため、ＴＶ会議を活用した情 ・期間中の TV 会議開催は１度のみであった。引き続き、TV 会
報共有等に心がけている。 議システムの活用を図っていきたい。

・地方農政局を単位とする施策の説明会を実施するととも ・団体向けの説明会は、きめ細かな情報提供が可能であり、施策
に、公募希望団体等に対する説明会を開催している。 の理解が深まることから、引き続き実施していく必要がある。

・事業等の説明の際には、役所言葉ではなく、国民に分かり
易いパンフレットを作成し、活用している。

②リスク管理に関する取組

・絶えず、課内での情報共有（報告、連絡、相談の徹底・ス ・全職員が認識すべき内容については、毎日見る掲示板や課内会
ピード・正確性に配慮）と上司への相談を心がけ、常に最 議等により、極力情報を共有するようにしているが、内容によ
悪のケースを想定したうえで、準備を進めている。 っては、職員間で意見交換を行う場を設け、研鑽を図っていき

たい。
③食の安全に関する取組

・担当業務が食の安全と具体的にどのように関わっているの
か、常に認識するよう努めている。

・何よりも国民の生命、健康が重要であることを意識しなが
ら日常業務に当たっている。



３．業務を適切かつ円滑に遂行するための職場環境づくりについて

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・業務を個人で抱え込まない体制、相互にチェック出来る体 ・引き続き、風通しの良い議論ができる環境づくりに努めて参り
制が必要である。そのため、風通しの良い議論ができる環 たい。
境づくりに努めている。

４．その他の農林水産省改革を進めるための取組について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策


